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からふね屋の屋号である‘‘唐船’'は、飛鳥、

奈良、平安時代の約300年にわたり、唐の優れ

た制度や文化を取り入れるために日本から

使節団を乗せた船をさします。

造船や航海術が未熟であった当時、航海は

大変危険で遭難することも多かったといい

ます。幾多の困難を乗り越えた結果、伝統と

新しい文化を融合させた天平文化などが開花

しました。

からふね屋においてもこのチャレンジスピ

リッツを大切にしており、1972年（昭和47年）の

創業当時、個人オーナーの喫茶店が隆盛を

極めていたころ、京都にて24時間営業の大型

コーヒーショップを開業し、現代のセカンド

ウェーブカフェの走りとなりました。

最近では、コーヒーに合うスイーツとして

400種類を超える「パフェ」を開発するなど、

その時代のトレンドに合わせた進化と挑戦を

続けています。












